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多賀墨卿君にこたふる書 
混淪鬱渤の義、お尋ね御座候。夫れ、人は天地を宅とし、居るものに候えば、天地は学者の最先講ずべきことに御座候。 

尤も、天文地理、天行の推歩は、西学入りして、段々精密にいたり候えども、それはそれ切りにして、天地の條理にいたりては、今に徹底と存ずる人も承らず候。かく広き世の中に、かく悠久の年月をかさね、かく数限りなき人の思慮を費やし、日夜に示して隠すことなき天地を、何ゆえに看得る人のなきとなれば、生まれて智なき始めより、ただ見なれ聞きなれ、触れなれ、何となしに癖つきてこれが己が泥（なず）みとなり、物を怪しみいぶかる心、萌さず候。 

泥みとは、所執の念にして、仏氏にいわゆる習気にて候。習気とれ申さず候わば、何分、心のはたらき出来たらず候。阿難はさとられしかども、前世猿にて有しゆえ、猿の習気やまざりしと申し候。これよきたとえに候。 

とかく人は人の心を以て、物を思惟分別するゆえに人を執することやみがたく、古今明哲の輩も、この習気になやまされ、人を以て天地万物をぬりまわし、達観の眼は開きがたく候。其の習気とは、人は行く事をば足にてなし、拵ゆる事をば手にてなすゆえ、運歩作用に手足の習気これあり。さる程に、蛇の足なく、魚の手なき、どうやら不自由に思われ候。 

天は足なくして日夜にめぐり、造化は手なくして華をさかせ、子を給わせ、
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sm
魚をもつくり鳥をもつくり出し候。もし己れに執するところ有り候えば、其の運転造化、甚だあやしむべき事に候。あやしむべき事にして、あやしむ人もなき候は、これも朝暮に見なれ、空々として頓着なしに打ち過ぎるにて候。 

物の上よりして見るときは、天地も一物にして、水火もかく一物、草木鳥獣も各一物、我となり人となるも、各一物にて候。それを人には人癖つき候て、我にあるものを推して他を観候。なずみ、やみがたく候。 

それ故、人の癖には、何にても人になして、見もし思いもし候。子供遊びの絵本に、鼠の嫁入り、ばけ物づくしなどいうあるをみるに、其の鼠を鼠のままに致しおき候えば、鼠本来の面目に候を、其の鼠を悉く人になし、婿殿は裃大小、嫁子は打かけ綿帽子、のり物つらせ、徒士若党すべて人のように成し候。又、ばけ物の本を見るに、傘の茶臼にばけ、箒の手桶に変じたる図はなし。ただあるとあらゆる物、目鼻手足出来り、とかく人の様なる物に化けざるはなし。涅槃像の図をみるに、その龍王という物は、衣冠正しき人体にて、その本体の龍形は、火事頭巾かづける様に画きなしぬ。 

かかる心を以て天地を思惟分別する程に、天には上帝、地には堅牢、風の神、鳴る神なんど、形はさもいやらしく描きぬれども、足を以て身を運び、手を以て技を出す。さる程に、風は嚢に蓄え、雷は太鼓に声おく。もし、誠に太鼓あらば、何を以て製するや。もし誠に太鼓あらば何の皮にてはる事にや
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sm
いとあやし。もしかからましかば、天も足なくてはゆかれまじ、造化も手なくては細工出来るまじ。 

猶ちかきに引きつけていはば、すべて動物は牝牡有りて、草木には牝牡なし。牝牡なくて生々せざるは、動物の習いにして、牝牡なくても生々に事欠かざるは、草木の習いなり。己が習いをもちて、己れにあらざる物に押さば、いかで其の理に通ずべき。 

又、譬えをとりていわんに、火に意ありて水を思わんに、水いかがして物を焼くらん、水いかがして者を燥かす覧と、己がかたにある物のみ推して、かれになき所にもとめ、水も亦、意ありて水にある物を火に求めば、其の智力を尽し、其の生涯を窮めたりとも知るに益はなかるべし。 

約をいるる事、※（ゆう）よりすという事も候えば、最もさとしやすき物がたり、又ひとつ申すべし。むかし、何れの帝にてかおわしましけん、堺によき藤あるよしきこし召れ、勅して九重（ここのえ）の内に移し裁しめ給いしに、帝、ある夜の御夢に、いときよらなる女の打ちしおれる気色して、
　　　　思いきや堺の浦の藤浪の　　都の松にかかるべしとは 
と、打ちずんずると御覧じて夢さめ給い、花も故郷やおもうとて、ふたたび堺に返し給いしとぞ。 

これらの物がたりは、世に多き事なり。草木意なし、夢入るべき物にあらず。別れては馴れし故郷をしたい、過ぎてはこしかたをおもうは人の心にして、我が心の動く処、めでたもう花に感じ、常になれて
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sm
もてあそび給う歌をなしける物にして、藤のあずかる処にあらず。あずかる所なき花にも、我が情態をこれに移せば、花も又、人なり。 

古来、明哲の輩も、品は異なる事はあれども、この病に坐せられ、人の境に居りてひとを離るる事あたわず。目の翳障をなすなり。さる故に、なれ癖に頓着なく、是れが泥みとなりて、物をあやしみいぶかる心なき故に、一生を醒めるがごとく酔うがごとくにして終わるなり。 

さらば、ものを怪しといぶかる心なくば、なきにしてやむかとおもえばさにもあらず。神鳴り、地震りたりといえば、人ごとに首を捻り、いかなることにやといいののしる。我よりしてこれを観れば、其の雷・地震をあやしむこそあやしけれ。故いかんとなれば、其の人、地動くを怪しみて、地の動かざる故を求めず、雷鳴る所を疑いて、鳴らざる所をたずねず、これ、空々の見ならずや。此の故に、皆人のしれたる事とおもうは、生まれて智の萌さざる始めより、見なれ聞き慣れ、触れなれたる癖つきて、其のしれたるとおもうは、慣れ癖のつきたる事なり。 

我、人に、「石を手に持ちて、手を放せば、地に落つるはいかなる故ぞ」と問えば、「それは重きによりて下に落つる也、知れたる事也」という。これも其の人、知りて知れたる事と言うにはあらず。なれくせにて頓着なしにしれたるとおもうなり。然ればこれを醒めたるがごとく酔いたるがごとしといわんも、我が過言にはあらざるべし。 

此の故に、其の疑いあやしむべきは、変にあらずして常の事也。孔子
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sm
の生を知らず、いずくんぞ死をしらん」とおしえ給うも、この事なり。人々、死後はいかがなるらん、いかがある覽と怪しめども、見在かくしておる事も、悉く皆しれざる事なり。俗語にも、前の瀬わたりて後の瀬とこそいえ。しかるに世の人、前の瀬を置きて後の瀬の事のみおもう。我、怪しむ所なり。しかれば、石、物いうというとも、それより己が物いうを怪しむべし。枯れ木に花咲きたりというとも、先ず生木に花さく故をたずぬべし。 

かく物に不審の念をさしはさまば、月日のゆきかえり、造化の推し遷るは更にして、己が有と占め置ける目のみえ耳のきこゆるも、態をなす手足も、物をおもう心も、ひとつとして合点ゆきたる事はあるまじく候。それを世の人いかがすますとなれば、「筈」というものをこしらえて、これにかけてしまう也。其の「筈」とは、目は見ゆる筈、耳は聞こゆる筈、重きものは沈む筈、かろき物は浮かぶ筈、是れはしれたる事也とすますなり。然れば其の次手に、雷は鳴る筈にて鳴り、地震は動く筈にて動き、枯れ木に華さかんもさけばさく筈、石のものいわんもいえばいう筈と、すまし度るものなり。 

又、少し書読などいう人は、雷は陰昜の闘いなどいいて、人をさとすなり。其の人に陰昜というものをとえばしらず。爰において、我、其の智と愚とを弁ずる事能わず。 

この故に、智を天地に達せんとならば、雷をあやしみ、地震をいぶかる心を手がかりとして、此の天地をくるめて一大疑団となしたき物に候。猛獣
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sm
まさに搏んとすれば、必ず形を伏す。鷙鳥まさに撃んとすれば、必ず翼を斂むとも申し候。とき事をせんとては、ふかくとどまる事をなす事に候。弓をひくにも、矢の弓手（ゆんで）に遠くゆくは、馬手（めて）にふかく引くゆえなり。疑い多き人さとる事多し、疑いなき人のさとる事鈍きは、弓に満を持せずして、矢を放てるがごとし。 

此の故に世の人の天地をしらざるは、慣れ癖に頓着なく、習気を秘蔵する故にて候。是れに因りて天地を達観せんと思し召して、平生慣れて常とする事を疑いの初門とし、触るる事悉く御不審を起こされ、我、かくおもいかくうたがうもの、もと人なれば人の執気ある処を、御かえり見有るべく候。 

世に所謂、天地に通ずるとは、天象地理を記し、日月星辰の運行を推歩する人の事に候。なる程其の学を専門につとむる人は、思々の念、其の学精密にも至るべく候えども、前段に申せしごとく、それはそれ切にして、日は何故一歳に天を一周し、天は何ゆえ一日に地を一周し、緯行は何故一度は南し一たびは北すると、うら返し候えば、是れも只、然あるによりて然かそゆるのみに候えば、達観とは申す間敷く候。 

さて書籍と申し候物もむかしの人の面々の見たる所を書きつけたる物にて、造物者の書きたる物にてなく候えば、其の人の通じたるかたは明らかにも候えども、塞がるかたの候て、たとえば人の、物いうには通じ候えども、臭いをかぐ事は塞がりて、犬猫に劣り候様の物に御座候。 

されども、むかしより書にても著し候程の人は、みな、常の人
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sm
には等をこえたる人に候えば、最初書によるもよく候えども、天地を得と臍の下に入れて書きたる書もなく候えば、執する所ありて、徴を正にとらざれば、是れ又、大習気の種子に候。 

書を大習気の種子と申すを激論の様にも思しめすべく候えども、目のあたりある事にて申し候わんに、人生まれて嬰孩の時、猶、天然の真を失せず、其の子を一人は浄門の僧となし、一人は日蓮下の僧となし、各おの其の師に従って学ぶ事十年、帰り会して各所見を呈せんに、十年の習気、氷炭あい反し、死すといえども其の守をかえず。嬰孩天然の真をもとむとも、いかでか再度かえる事を得ん。 

此の故に、書に因りて自得、是れ即ち徹底、造物起り来て自ずから談ずとも此の外あるべからずとおもうとも、是れ即ち、習気、人に憑ってしからしむるかはしるべからず候。 

此の故に門を尋ねて其の主人にあい、其の主人に請うて己が耳目を具する者をば、我、是れを風化の人とて、従前の事跡を考え、荒外の地理など察し候様の事には、古今の変化沿革、東西の遠近離属、そのほか、百爾の方法、我が見聞の及ばざる所をのせ、世々の人の発明ともあわせ照らさんには、書はまことに主に候えども、天地はむかし新しき天地にもあらず。今ふるき天地にもあらず。いつもかわらぬ無塩にして、我が炉中の火、即ち万里の外の火にして、我が盃中の水、即ち千古の前の水なれば、此の天地をしり、此の水火をしらんとならば
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sm
先ず此の無塩に試みて、傍ら書籍に参考し、あわざる処を置き、あう処をとるべし。 

此の故に、天地達観の位には、聖人と称し仏陀と号するも、もとより人なれば、畢竟、我が講求討論の友にして、師とするものは天地なり。 

天地を師とする時は、古の聖賢より諸子百家、今日蒭蕘狂夫の言葉にいたる迄、等の隔てはあるべけれども、ともに文を以て友を会する位にして、取捨は各おのあるべき事に候。天地は広き量にて候程に、いれざるものなく候。容れざる者なく候程に、達観の位に学流の門戸なく候。 

前かた、或る人来たりて、「我、已に此の天地を呑却す」といいし程に、「天地大なり、天地を呑却する人、幾百千万をか容る覧」と謂いて笑いし事あり。いかに広大精微を説き出し候ても、天地にある広大精微に候。いかに超越不群の人に候ても、此の天地の内に立ち、此の天地の内をゆく人に候。 

其の達観する処の道は、則ち條理にて、條理の訣は反観合一、捨心之所執、依徴於正のみに候。 
捨心之所執とは、習気を離るる事にして、依徴於正とは、徴と見えながら徴にあらざる徴あり、たとえば、日月は慥かに西にゆくの徴あれども、其の実は東に行く、水は正しく火の讎と見ゆれども、火は水によってなるごとし。 

天地の道は陰昜にして、陰昜の体は対して相い反す。反するに因りて一に合す。天地のなる処なり。 

反して一なるものあるによりて、我、これを反して観合わせて観て、其の本然を求むるにて候。此の故に、條理は則ち一有二、二開一。二なるが故に、粲立して條理を示し、一なるが故に、混成して罅縫を
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越没す。 

反観合一は、則ちこれを繹ぬるの術にして、反観合一する事能わざれば、陰昜の面目をみる事能わず。未だ陰昜の面目を見る事能わずんば、博識多覧、聡明頴悟の人というとも、天地の室をうかがい見ることは、得るあるまじく候。此の故に、條理を天門の鎖鑰とも申し候。 

條はもと木のえだにして、理は其のすじなり。 

是れを木に就いていうに、其の一本の身木、根を有し標を有し、根には次第に根をわかち、標には次第に標をわかつ。其の分かるる内、子細にみればすじあり。其のすじというもの、何の為のすじなれば、気、其のすじに従って運び、形、其の気の運びによって成るにて候。 

是れをひとつ水に移していわんに、田に水を灌がんとしては、必ず溝を拵ゆる也。其の溝、即ち水の理也。理のわかるる処、條わかれ、千條万枝になり候も、其の理たち候えば、数限りなき田地にても、水、其の理に従い灌ぐにより、ある程の稲の数々、葉の末、穎の先までも従い達し申し候。 

此の故に天気東西に転じ、日月順逆の行をなすも、川流れ潮泝るも、鳶飛び魚躍るも、気、理に従って運ぶ事に候。試みに何なりとも草木の葉をとりて御覧候べし。大理小理をさき、眼精の及ばざる迄も理は敷き候て、気運び、己々が形をなし候。此の故に、理という物は、天にも地にも、山にも水にも、乃至、鳥獣・魚鼈・虫豸・菌寓の類にも、形は気の運ぶに候えば、気運ぶべき理なきはなく候。 

此の故に、條理の理は、古人の説ける理もその内の事には候えども、死活の隔てある事に候。人身の脈といえるも、即ち此の
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sm
理にして他物にはあらず。理を以て形はなるものなれば、美醜長短も皆、此の理のなす処なり。されども是も慣れて繹ぬる貪着なければ、人の体のひくつきなりと濟まし、其の上は、秦越人王叔和の言を造物者の直訣のごとく、是を金科玉條となして、偶疑をきざしても、小智は菩提のさまたげと了見し、一生明堂の蒙茸に取りつき候も、本意なき事に候。 

人の経脈、みな一身に気血を運ぶ道路にして、唯其の間、気質の分あり。古人経脈の名目をば設けながら、其の説は分明なる事も承らず、是れ又、慣るるに安んじ、書籍の習気を執し、徴に正による事能わず。其の造言の始めの人を神聖とたて、これ造物者の位に置き候。是れ即ち天地を師とせず、人を師とする弊にて御座候。 

天地を師と致し候は、反観の工夫にて、反観の工夫熟し候えば、天地になき事はしらず、幽と隔て玄とふかく候とも、天地にある程の事は、推しいたるべき事に候。 

條理は則ち物中に具する性体にして、性もと一、体をひらくに至っては、一昜一陰相反す。故に一は二を有し、二は一を開く。故に一即二にして、二は則ち万物の位、一は則ち統べざる所なきの位なり。 

初心の間は、只仰いで蒼々として、碧瑠璃のごとくなる物を見て天とおもい、俯して磅※（ほうはく）として土石の填てるを見て、地を談じ候。是れもさる事には候えども、是れは至って粗底の天地にて、此の位より天地を窺い候えば、所謂天文地理運行の推歩にとどまり候て、ある物を数え候に過ぎず候。 
天地とは、もと気物の成名にして、気、天を
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sm
成し、物、地を成す物に候えば、一物あれば一天地、万物あれば万天地也。古人の所謂「物々各一大極を具う」にて、恒河沙の世界と申し候えば、事々敷く多かる様に聞こえ候えども、恒河の沙の内、已に恒河沙の世界をそなえ候えば、天地は幾恒河沙をかさねても、つくす事にあらず。 

是れ即ち二の位にて候。是を二の位と申し候は、天地かくの如く紛々擾々として、物多き様に見え候えども、只かたちある物ひとつ、かたちなき物ひとつ、此の外に何も物なく候。其のかたち有る物を物と申し、かたちなき物を気と申し候。 

かたちなき物は目にさえぎらず、手にさわらず候程に、むかしの人も心得違いて、虚空なり、無なりとおもい候。 

勿論、地の実に反して其の体虚し、地の質あるに反して質なく候えば、天を質なき虚体の物と心得候えばよく候えども、さなく候て、あながちに虚無虚空と心得候ては、大なる間違いに御座候。もし、其のさす処の空無、真の空無に候わば、日月星辰もかかる所なく、我も物も居る処なかるべし。日月星辰も已に其の内にかかられ、物も我も已に其の内に遊ばるれば、此の虚体、あるに相違はなし。ある物をさして無という、是れ顛倒の念ならずや。 

此の故に地は実にして体をなす。実の体あって山原糊海これに列なり、虚の体あって日月雲雨これに居る。ここにおいて、精細によく思量すれば、気は実体の地中にも、虚体の天中にも、一杯に充満して、纖毫の罅隙なし。 
是を人の身の上にて申さんに、此の身は則ち実体の地にして、温動を
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sm
以て立つの気は、則ち天なり。温動にかたちなければとて、是をなき物というべからず。其の温動の精英即ち人の神にして、名を分かち命ずれば、これを心と名づくる也。此の故に、此の有体の身は、則ち神の入れ物にして、無体の神は、畢竟、物の命なり。 

此の故に、気聚まれば物結ぶ。物むすべば、神立つ。人は小物なり、天地は大物なり。小物も神と物とを以て成り、大物も神と物とを以て成る。一々粲立の手前よりしていうときは、天地の物は天地の物にして、万物の物は万物の物なり。天地の神は天地の神にして、万物の神は万物の神なり。 

ここに一々剖析の理を考うるに、かく森羅万象競い立つ様なれども、資る所に変態ありて、給する処に二つなし。故に其の森羅万象、同一神物を混成す。是れ反して合一する処を観る也。何故に反して合一する処を観るとなれば、物、一々と成るかたち、本来必ず相反す。本来よく反する故に、合すれば一つと成る。 

是を人工の上にていえば、※と鑿となり。（※鑿＝ぜいさく）※の中高にさし出たるに反して、鑿は中窪に落ち入るなり。其の凹凸に少しにても無理あれば、或いはきしみ或いはくっつき、ひしと合す。反せざれば一を成さざるゆえんなり。此の故に、造物のたくみ反する時は條理粲立すれども、合う時は混成して其の縫目を見ず。 

此の故は、神はかたちのうして活し、物はかたち有って立つ。かたちよく其の神を容れて活し、神よく其のかたちに居りて立つ。しからば、神、其の状いかがぞといえば、唯活発々地、俗にいわゆるぴちぴちなり。 
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sm
條理の道、次第に天地を剖析し、剖析にしたがいて其の反態も変化を尽くし、然して物の分かれる処、各々一神物を成立すれば、其のなりの出来様と、其のぴちつきのし様とは千態万貌異なれども、火は火の体をなして火のぴちつきをなし、水は水の体を成して水のぴちつきをなし、魚鳥、魚鳥の体にして魚鳥にぴちつき、天地、天地の体にして天地にぴちつく。 

其のぴちぴちをさして、鬱渤（うつぼつ）という事にして、混淪は則ち物立ちて見わるる貌なり。 

古人はもと地の貌を磅※（ほうはく）というに対して、天の貌を混淪といいしなれども、今ここに混淪というは、天地をくるめて物となし、神の鬱渤に対して形容せる言葉なり。さる程に、各々成就の上にていえば、蝦の小むずかしきかたちも、蛞蝓の太平なるなりも、皆、己々が混淪なり。 

混淪の上にていえば、地は々たる内に一点の中をなして居る者也。其の一点小さき事形容すべきものなし。其の一点よく地を載せ、点を載せて撓まず。中の一点、小さき事形容すべからずとは、一点中に内なければなり。もし僅かにも内あれば、至って小さき物にあらず。中の一点内なきが故に、其の外の大なる事外をなさず。外をなさざるもの即ち無窮也。ここにおいて、物、其の中の一点に嶷乎として立ち無際涯にいたるもの、是れ大物の混淪なり。 

此の故に、とこはてもなき物をたてて、ぴちぴちとする神を其の内に活す。是を神（しん）鬱渤として活し、物（ぶつ）混淪として立つといい、小物皆己がかたちを此の混淪にとり、己が神を此の鬱渤に資りて天地の間
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sm
にならびたち、各々の作用をなすことなり。 

さて右に蒼々として碧瑠璃のごとく、磅※として土石の填てるは、粗底の天地と申し候。気に精粗有りて、物を没露致し候。先ずこの精粗没露の態を弁じて、かく蒼々たるものを戴き、かく磅※たるものを踏むことも見え申す可く、その精粗とは、粗なる処の気、其の体を没すといえども、猶其の場所をもてり。精しき所の気は、物の内に居りて、其の場所を持たず。 

場所をもつもたずということは、先ず水入れにていはんに、水入れを拵ゆる始め、先ず孔を二つあくる也。其の二つの孔の作用いかにとおもんみるに、此の水入れの量、水一升をいるるとみて、いまだ水をいれざる内に水一升をいるる程の場、此の器の内にあり。水なき内にも、只空物にはあらず。すなわち此の没体の気を一盃充て居れり。さる故に、此の器に水をいるる時には、一方の穴より気出ず。水出る時には、又一方の孔より気入る。是れ、其の場のしばらくも虚無にして居ることのならざればなり。此の故に、地のあらざる所は、天、其の場所をなす。此の場所ある故に、日月も此の内にかかり、山川も此の内に列なり、風も此の内に吹き、雨も此の内に降り、われと物とも皆此の内に遊ぶなり。 

ここにおいて、かたちあるものを露体といい、かたちなきものを没体という。其の体を没すといえども、猶その場を有する物は、粗中に天をなして、精中よりこれをみれば、其の天、猶地のごとくなり。 

然して鬱渤の神にいたりては、其の場を占めず。其の場を占めざる故に、水成れば水鬱渤として活し、火成れば火鬱渤として活す。天地[
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sm
の大なるよりして、散小の万物にいたって、其の物々に鬱渤たり。これ中庸にいわゆる、物に体して残さずという位也。 

此の故に、鬱渤として活し、此の混淪を立てるものは、物に体して其の体なし。没して天をなし、露して地をなす物は、畢竟、地中の天地にして、蒼々の天、歴々の曜、央々たる無際涯に帰し、一大結物の地にして、鬱渤たる神の成れる天に有せらる。 

故に、天大地小と見る眼は、天地を達観する眼にあらず。もし、よく天地に達し、條理に吐含ある事をしらば、地、なんぞ天より小ならん。天又何ぞ地より大ならん。 

此の故に、神物混成の所をみれば、物よく宅をなして其の鬱渤の神をいれ、神よく活をなして、其の混淪の物をたつ。 

只、粗底にしてよく没して虚の体を成し、露して地の体をなし、一大結物中に天地を開くも、精粗並び分かれて、没露並び立つ。 
其の没する物を天機とし、其の露するものを性体とす。 

此の性体というは、露して物を成す性体にして、性一体二といって、陰昜を立つる所の性体とは、名同じうして差別あり。 

天機は没して性体をなし、性体は露して天地を成す。天は天地を宇宙になし、機は天地を転持になす。成し得て未だ天地を物に露わさず。体は虚実を以て天地をなし、性は水火を以て天地をなす。成し得て已に天地を物に露わす。体を露わさざる物、宅をなして、露わるるもの其の内に居る。 

此の天機性体の四つのものは、棊盤の四つの脚のごとく、一脚なく候
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sm
ても、餘の三脚自ら立つ事を得ず候。 

此の宇宙の字を古来、古往今来を宙といい、天地四方を宇と解したり。是にて大概すみ候えども、言の病これ有り候程に、唯、袞々として通ずるを宙、央々として塞がるを宇と御覧なさる可く候。 

されば今、布を織り候にも、経と緯と合わせざればならず。家を立てるにも、箱をさすにも、縦横の道具なくしてはならず。是れ経緯也。何故に経緯なくては物ならざるなれば、此の世界もと経緯にて織りたるもの故、其の間に成るもの、其の道によらざればならず候。 

さる程に前つかた、竹を網代に組みたる団扇に一辞を請われたる事有りし時、我
一直一円　一経一緯　人造有資　織諸元気
と書きて遺し候。 

さる程に、物ごとに経緯なきはなし。ちかく己が身にとりていえば、此の身緯となり、此の命経となるなり。 

其の古き解に、言の病ありというは、大物に六つと定まれる数もなく、古往き、今来たるという言も、是れより已往をいい遺せり。 

先ず是を小物にこころみて、漸くに推して、経緯の大なる物を知り、大なる経緯をしりて、天地万物、経緯に織らるる事をしるべし。其の宇宙の面目を観るには、先ず此の露体の天地水火を除きて、其の経緯をしるべし。 

今、目を閉じて思惟を下さんに、しばらくかりにこの天地を掃却したりとも、袞々（こんこん）として通じて押し移るの時と、央々として塞がりて物を置く処は、除き尽さざるべし。袞々とは、水のひた流れに流るる
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sm
様に、いつより始まるとも、いつに終わるとも、其の端を見ざる貌にして、央々とは、日月星辰もなく、ふむべき地、戴くべき天を分かたざれば、指すべき東西南北立たず、立つべき上下も分かたざれども、唯、いづくを限りともしらざる貌なり。 

押し移るを通ずるといい、あらぬ処なきを塞がるという。塞がるとは充塞の塞にして、窒塞の塞にあらず。窒塞とは、かけ樋など水の通うべきが、ちり、木の葉様の物、通いを閉じて水通わざる様の事にして、充塞はいずくまでも行きわたりて、ひまなき事なり。 

其の袞々として通ずる物、時にして経となり、ゆく物みな是を通るによりて、万物の露となる。其の央々として塞がる物、処にして緯と成り、居る物皆是に居るによりて、万物の宅となる。 

此の故に、日月此の袞々として経に通ずる時に刻みをつけて、夜となり昼となり、月となり歳となる。天地此の央々として塞がる処に緯を定めて、東となり西となり、上となり下となる。 

是れ経緯の本にして、小物の経緯知らず。織らざれども自然と此の則に従うなり。 

天地もと活物、機を含んで動止す。気は外に居りて、其の方よく動き、物は内に居りて、其の方よく止まる。 
うごく物は円にして、止まる物は直なり。円なる内に相い反して動く故に、一は東にめぐり、一は西にめぐり、直なる内に相い反して動く故に、一は上り行き、一は下り行く。爰において央々の内、内直にして持し、外円にして転ず。 

転、天をなし、持、地をなし
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sm
て、宇宙転持の没、天地を成す。是れ皆気にして、物ならざるによりて、天地有りといえども、未だ目にさえぎらず、手に触れず。没は露の偶にして、没有れば露あり。 

天地はもと始めもなく終わりもなく、行く末の果てもなき物なり。 

是れも人に始終ある習気を離れざる故、とかく始終を立てざれば心すまず。さる程に、仏氏は此の世界に成住壊空などという事をたてて、空より次第に天地をなし、終には壊し空劫に帰し、又成し又空するとも説き、邵康節などは混沌開闢の説を増益して、天は子に開け、地は丑、人は寅に開け、酉の会にして天を閉じ、戌の会にして地を閉じ、亥にして人をとずるなどと、思いおもいの自論にて杜撰をなせども、皆條理をしらざるよりして、天人を混ずるの妄説なり。 

さる程に、天機、性体に先だつにもあらず。性体、天機に後るるにもあらず。たとえば、一匹の錦、裏と表と一時になり、一卵の※（ひな）、左翼右翼一時になるがごとし。此の故に、没中の天地を先説くとて、没、先なるとするにもあらず。露中の天地を後説くとて、露、後なるにあらず。 

此の故に、已に一物あれば、其の物に没する気を有し、露するたいを有するなり。其の有する体、二つにわかるれば、虚実なり。虚の体よく天を成し、実の体よく地を成し、然うして其の陰性、無際涯より内に収めて地を結び、昜気に噴れて水をなす。昜性、中の一点より発して天に散じ、陰気に聚められて火を成す。 
ここにおいて、日月星辰上にかかり、山原湖海下に羅
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なる。 

兒女の輩、地という物は金輪際というよりはえぬき、天というものは、浄玻璃の様なる物にて、天井のごとくはりまわして、其の間は唯何もなく、空々たるから物にて、東西南北の海は、さきよりさきにひたつづきにつづきて占めつかず、月日は地の下をくぐり来る様に心得、天地の真形一円球にして、地、其の核子なるをしらず。 

其の天地の真形は、地球の円、其のさし出たる処、国となり、落ち入りたる処、海となり、上下四方人取りまわし、海もろともに円にして、天、央々たりといえども、又円にして天象をいるるなり。 

されども、人、天を戴き、地を踏むの習になずみ、水は傾けばこぼるるなどいう左徴にいつき、智恵働かず。此の故に、物には必ず始あり終あり、地は平らにして天は長く、月日は西にむかい、水は傾けばこぼれ、火に煎ずれば水は尽き、水を灌げば火は滅し候などいう様のなずみつき、それをよき證拠と確く覚え込み候故、何分にも智の働き出ず、其の事語りても、只石に水を投ずるがごとくに候。 

さる程に、天地をしらんとならば、先ず此の粗底の天地の形体、日月の運行を尋ね知るべきなり。運行は推歩家あり、形体は天文地理の書あり。西洋の学入りしより、これを実徴実測に試みて、次第に精密になれり。猶ゆくゆく開くべく覚ゆ。世に其の人ある事なれば、就いて学ぶに不自由なる事なし。 

然してそろそろと自分の眼を生じ、古人の謬説に惑わざるべし。先ず初入、いずれにも天地をまろくなすべし。天地とくとまろく成りぬれば、水を倒にしてこぼるる
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sm
処なく、東を西にさしてもまどう処なし。さて、昼夜かわるがわる長短し、春秋一時に之有るがごとき、反観合一の工夫も、実に試みる処出来たり。然して後、はじめて我が習気に泥まされしということもさとり、稍々智の働き出来たり、達観の楷悌となりぬべし。 

此の故を以て、天地達観の初門は、天地の形体、日月の運行をしるにしくはなし。 

古今の書籍は、牛に汗し棟に充ても、猶あまり有る事に候えども、みな習気の内より書きたる物ゆえ、其のなずみをさるの良薬と存ずるは見あたらず候。しか申し候えば、只手まえ申し候事のみ、よき様に候えども、さにも御座無く候。 
天地に條理あり。分かれて粲立し、合して罅縫を没する処は、天地本来の面目、古人ときいたらざる所と自らは断じ候え共、むかしの人も、皆是れ天地密合と存ぜず候て、説をなしたる人もなく、我も亦天地にあらざれば、我が習気の僻、必ず多かるべし。故に三語数十万言、天地に合する処あらば天地に帰し、天地に合わざる処、晋（すすむ）にて之有る可く候。しかれば必ず、我が説御信用に及ばず。これを天地に質して戻る所、唯其の正を冀う事に候。 

さる程に、世の師の門に遊ぶ人、其の師説に違う事を心苦しく思い、師家の人も少しはいむ（忌む）気味あり気にみえ候。是れ人を以て師とする故に候。晋（すすむ、梅園の名）は天地を師と心得候えば、たとひ少年輩、我より句読を授け候ても、同門の朋友に候えば、何かいむ事の候べき。此の如く心得候えと、常には申し候事に御座候。 

此の故に、学問に書上の学問と事上の学問と
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sm
御座候。書上の学問とは、例えば論語に、季文子の三度思うて行うを、孔子の再度すとも是れ可なりとの給いし、いや再度せば是れ可也なりと、其の当否を論じ候様の事なり。是れを事上にうつしていえば、多念にわたり、猶予狐疑致す様になり、果決なきは用立たず。早く決断覚しき場あり。幾度も千慮万思の上に決すべきあり。再びせば可也という時、再びせばの工夫を下し、再びすとも可なりという時、大概是れに違いはなしと見定めたりとも、猶熟念して、後悔を遺すべからざるの工夫を下すべくして、注家の是非にあずからざる処あり候。 
この故に書生の学問は其の師の立説を主張する癖ありて、それに我意をくわえ、敵味方とわかるるなり。しからば、文義はいずれに見ても苦しからずと聞き給わば、是れ又、我が言を執し給うという物に候。さる故に、親もてる人は、徂徠学にても朱子学にてもよく候。親に孝なる様に学びたく候。槍つかわん人は、素槍にても十文字にてもよく候。人をつく程になり度く候。それを猶、これよく彼よしと論じ候は、あたらぬと申すにてはなく候えども、畢竟、手前かたやの論にて、上戸下戸の昔より、饅頭と酒の美不美を争いて、今に定まらざるがごとし。 

天地の是非善悪というものは、学者もわかれ素人もわかれ、君もにくみ民もにくみ、仏者もほめ儒者もほめ候物に候。それ者同志の是非得失を、みな己が思うままにせんと思うは、世の中の人の顔を一つ様にせんとおもう様なる者にて候。造物の手にさえ合わざる事を、己がおもう様にせんとおもうは、
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sm
大なる不了見に候。 

さいえば、又しからばみな悪みいとう悪も、つくり直されまじき程にといわば、又さきの言になずめる也。とかく天地は活物故に、活手段なく候ては、よき事も用をなし難く候。 

天地隠さず人に示し候えば、書を読むにも、人にきくにも及ばざる譯には候えども、又、書にもより人にも問わず候えば、智もひらけ申さず候程に、愚蒙の言も達観の階梯とも思し召し候わば、天地に御合わせあるべく候。 

諸家の人のいうをきくに、我が道はかく立つるなり、彼はかく立るなり、などいう也。天地は我立つる者にはあらず。其の立ちたる者に我したがう事に候えば、天地を全観する事も、人事を精しく察する事も、唯有る通りそのままにみるより外の細工なく候。さる程に、合点致し候も、火は合点せざる前の通りにもえ、水は合点せざる前の通りにながるる事に候。故に、名は人のつけ候物に候えば、難波のあし、伊勢の浜荻ともかわるべく候え共、実は我を以てみだるべからず候。 

さる程に、天機性体を以て、此の天地を全観する事を得ば、経通緯塞の内、虚動実地の天地を容れ、日月上に転じ、水土下に持し、我と万物と其の路をゆき、其の宅に居るの真面目を得ん。 

さる程に、我が目、物に目くるめく間は、万物紛々擾々たるがごとくなれども、已に天地手に入りてみれば、天地位を定め、火、上に照らし、水、下に湛うる迄にして、是が活物なるにより、※※（いんうん）摩蘯して有意温動の動物と、無意冷止の植物と、只此の二種を醸し出して、其の物（ぶつ）と神（しん）とを千態万貌に変化するなれば、至擾（しじょう）還って至簡の至りに候。 

右の趣に候えば、天地をしるは
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sm
我私の意をいれず、あるままに天地に従いて、天地を師とするにしくはなく候。 
されども、天地物いわず、人々のおもう様に見らるる物にして、正す処の人、千差万別に候えば、口舌を以て争わんには尽期なく、自得にしくはなく候。されども其の自得も心々にて、天地はあじなる物に候。さる程に、組みて落ちる処は、臭味同じきもの、打ちより語らう事に候。 

さるによって、我が説人に強い申さず。此の頃も人来たりて、我が説を破する人、ある事共物語りしける間、それにてよしと申してかえし候。是も一無窮、非も亦一無窮。無窮の間に遊ぶことに候。 

しからば、賢にも、もし古今に歴試し天地に考え、合う処ありとせば、拙き言も魚兎の筌蹄となるべく候。 

よって、かさねて申し入れ候。人は人の境に住み候えば、人よりして智をひらくも據（よんどころ）なき事に候。されど智をひらくに、推すと反すると心得べき事に候。 

人よりして人を察するには、柯を執りて柯をきるの理にて、我悦ばしき事、人の悦ぶ事にして、我かなしき事、人の哀しむ事なり。己れにあらざる物を察するには、火の好み水に推すべからず。魚の好み鳥に推すべからず。 

故に、反観にあらざれば、我にあらざるものに通ずる事能わず。推観にあらざれば、人に恕する事能わず。恕の義は俗に身をつみて人のいたさをしるにして、古人の解も数多くみえ候えば、略し候。 

反観前にも申し候えども、又一物を挙げ、くり返し動植の上に就いて申さん。動は鳥獣の總名にして、植は草木の總名なり。然して動は意あり、身温かにしてよく動く。植は意なし、身冷ややか
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にしてとどまる。動は内虚するを以て、養いを上口より内にとり、植は内実するを以て、養いを下体より表にとり、動、本を上にし末を下にし、植、本を下にし末を上にし、動、牝牡よりして子を下竅に生じ、植、華実よりして子を上頭に結び、動、地を離れて横行し、植、地に就きて堅立し、動の枝は数定まりて下りむかい、植の枝は数定まらずして上りむかい、動、生きては暖かに、死しては冷ゆ、植、生きては冷え、かれては暖か也というがごとし。 

山水にていえば、山は本合し末わかれて中高く、水は本わかれ末合して中おちいる。昼夜にていえば、昼は地上の物をしめして天上の物をかくす。夜は天上の物を示して地上の物をかくす。是れを天地の物にいえば、天に在る物は燥いてうかみ、夜、明を発す。地に在る物はうるおってしずみ、昼、影をおさむ。天地の物、皆かくのごとく反すれば、天地の物をつくさずんば、其の反をかぞえ終わるべからず。 

故に、反せざれば天を知る事能わず。推さざれば人をしる事能わず。 

已に人と生まれては、才古今に秀でたりとも、眼天地を空すとも、人を出る事は能わざる也。然る時は、学ぶも修するも人事なり。是れを以て、入りて内にありても、出て外にありても、貴うして君公の位にありても、賎しうして奴婢※隷（ぬひそうれい）にいたりても、只、人の間なれば、只、孝悌忠信礼儀廉恥の間也。 
もし、この人の外に道をたて、人事に害をなさば、是れ通天下の非なるべし。故に道は衆を安んずるより大いなるはなく、功は衆を利するよりすぐれたるはなく候。これを以て
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上一人より、下億兆にいたる迄、其の品に違いはあるとも、天、生々の徳にならい、天物を損なわず、分々体々造化をたすけんと志さば、天地の大徳にそむかざるべき歟。 

人生まれて、各其の一箇の天地を有し、各其の混淪の体を立て、各其の鬱渤の神を活すれば、権を下を御し候。是を控掣すといえども、もし其の徳を失すれば、人情糜沸して、其の権もちゆる所なし。 

其の心の鬱渤、其の身の混淪と、同異、居を同じうすれば、千人の面おなじきごとく、千人の心同じ。千人の心同じからざるごとく、千人の心同じからず。 

故に、世に処するの道、意智の明、研窮すべしといえども、人情の変化熟せずんばあるべからず。民の失徳、乾※（かんこう、ほしいい）以て過つと申すも、この処にて御座候。 

さる故に、世の中の或いはみだれ或いは治まり、或いはたすけ或いは殺し、悦びかなしみ、泣きうたうも、皆々の鬱渤の所作にして、よく此の鬱渤の所作をしらば、己れを修め人をもよくし、長にかの天命にやすんずべく候。かしく。 

安永丁酉臘月二日
　　　　　　　　　　　　　※山（しざん）三浦晋 
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